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【研究テーマ】  
1. α，α̶ジ置換アミノ酸の設計・合成とそのペプチドのコンフォメーションに関する研
究 

2. 生体分子を模倣した機能性ペプチドの設計と創薬ツールへの応用 
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1. 大黒	 耕、金原	 数、石井則行、井上裕一、石島秋彦、大庭	 誠、西山伸宏、片岡一
則、相田卓三：多重塩橋形成によるタンパク質との複合体化とその応用、日本化学会

第 90春季年会、大阪、2010年 3月 26日~29日. 



2. 大庭	 誠、Yelena Vachutinsky、宮田完二郎、狩野光伸、池田宙人、西山伸宏、位高啓
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28日~30日. 
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ク質デリバリーへの応用、第 59回高分子年次大会、横浜、2010年 5月 26日~28日. 
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月 28日~29日. 
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片岡一則：ポリイオンコンプレックスを用いたナノ構造体のデザインとその機能、第
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16. 三條	 舞、Yan Lee、比木茂寛、大庭	 誠、宮田完二郎、石井武彦、片岡一則：電荷反
転型ポリアスパルタミド誘導体から成る高分子ミセル型遺伝子キャリアの構築と機能

評価、第 32回日本バイオマテリアル学会、広島、2010年 11月 29日~30日. 
17. 野本貴大、福島重人、熊谷康顕、宮田完二郎、松本	 有、大庭	 誠、張	 祐銅、西山
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リッド型核酸デリバリーキャリアの開発、第 19 回ポリマー材料フォーラム、名古屋、
2010年 12月 2日~3日. 

19. 平田陽子、栗原正明、出水庸介、土井光暢、大庭	 誠、福留	 誠、田中正一：カルボ
ニル基を有する光学活性 5員環アミノ酸とそのペプチドの合成、第 27回日本薬学会九
州支部大会、長崎、2010年 12月 11日~12日. 
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【研究費取得状況】  
1.  多機能性高分子ナノミセル型遺伝子ベクターを用いた血管疾患の遺伝子治療法の開
発；日本学術振興会科学研究費 若手研究(A) 

2.  新規膜透過ペプチドの開発並びにその機能解明；長崎大学 高度化推進経費 チャレン
ジ支援事業 

 
【過去の研究業績総計】  
原著論文（欧文） 28編 （邦文） 0編 
総説	 	 （欧文） 0編 （邦文） 8編 
著書	 	 （欧文） 0編 （邦文） 1編 
紀要	 	 （欧文） 18編 （邦文） 0編 
特許 6件 


